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バーコード回収管理について 

 

概要 

バーコード回収管理では、コンプライアンスで発行した帳票の回収管理を行います。 

コンプライアンスメニューの回収日を手入力するよりも回収管理の業務生産性を向上します。 

バーコード読み取りをするためには、コンプライアンス帳票で QR もしくは CODE128 のバーコード

を出力する設定が必要となります。 

 

基本操作 

バーコード回収管理により、コンプライアンスで発行した帳票へ回収日が反映されます。 

 

 

 

 

 

[コンプライアンス]－[バーコード回収管理]メニューを選択します。 

 

１． バーコードをバーコードリーダーで読取ります。 

 

２． 処理対象データを確認します 

 

３． 登録（F２）ボタンを押下して、回収日を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．バーコード回収管理 ２．コンプライアンスで

発行した帳票 
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注意 

 

バーコードリーダーの通信ポートは、事前に環境設定のバーコードリーダー設定 

により、設定を行って下さい。設定方法は下記オンラインヘルプをご参照ください。 

●環境設定について 

https://www.staffexpress.jp/help201701/pdf_help/12_01.pdf 

 

    通信ポートの設定は以下のとおりです。 

    ・通信速度：9600bps 

    ・パリティ：なし 

    ・データ長：8 

    ・ストップビット長：1 

     

    環境設定で設定された通信ポートが不正な場合、メニュー起動時に 

以下のエラーとなります。 

     

    

    

http://www.staffexpress.jp/help201701/pdf_help/12_01.pdf
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項目説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧項目 

対象 回収日を登録する帳票を選択します。 

読取日時（回収日） バーコードで読み取った日時を表示します。 

読取日が回収日となります。 

帳票種別 帳票種別を表示します。 

受注 NO 読取した受注 NOを表示します。 

契約 NO 読取した契約 NOを表示します。 

得意先 NO／スタッフ NO 読取した得意先 NOまたはスタッフ NOを表示します。 

得意先名／スタッフ名 読取した得意先名またはスタッフ名を表示します。 

結果 読取りした結果を表示します。 

結果詳細 読取りした結果の詳細を表示します。 
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ボタン説明 

 

 

ファンクションキー 

ヘルプ（Ｆ１） [バーコード回収管理]のオンラインヘルプを表示します。 

登録（Ｆ２） 対象にチェックが付いている回収日を登録します。 

プレビュー（Ｆ８） 表示されている内容を Excelに表示します。 

印刷（Ｆ９） 表示されている内容をプリンタから印刷します。 

終了（Ｆ１２） [バーコード回収管理]の画面を閉じます。 

 

 

 

●読取り結果の結果詳細について 

読み取り時に発生したエラーについて以下の項目が結果詳細に表示されます。 

結果詳細 対策等 

回収日が既に存在します すでに回収日が登録されています。対象チェックを付けて登録ボタンを押

下した場合は、回収日が上書き更新されます。 

発行履歴がありませんので

作成します 

発行履歴がありません。対象チェックを付けて登録ボタンを押下した場合

は、登録時に発行履歴を作成します。 

回収管理しない帳票種別で

す 

回収管理しない帳票ですので、帳票をご確認下さい。 

中断信号を受信しました 通信ポートの設定または、バーコードリーダーの設定をご確認下さい。 

バーコードリーダーの設定については、バーコードリーダーのマニュアルを

ご確認下さい。 

フレームエラー 

オーバーランエラー 

受信バッファオーバー 

受信パリティエラー 

送信バッファフル 

DCB取得エラー 

その他のエラーです 
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注意 

 

バーコードはコンプライアンス帳票で出力する必要があります。 

バーコードを出力するためには、QR は「BarCode_QR」、CODE128は 

「BarCode_CODE128」というエクセルオブジェクトをコンプライアンス帳票に 

埋め込んでおく必要があります。 

 

    設定方法（QR「BarCode_QR」の場合）は、以下の通りです。 

     

 

 

 

 

 

 

     

    上記の設定をしておくと、出力時に以下の通りバーコードが出力されます。 

     

     

    


